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EALの見直しにおける多様性拡張設備の基本的な考え方について 
 
 
  ○機能ベースの EALにおいては、SA有効性評価のシナリオにおける炉心損傷また 

は格納容器破損（原子炉停止時においては、炉心露出とする。）に至る前までに準 
備が完了でき、かつ既存の設備と同等の性能（容量・揚程）を有する多様性拡張 
設備を考慮する。 
 
［例］ 
十分な性能を有していても準備時間が炉心損傷までに間に合わない可能性が

ある多様性拡張設備については、準備を開始するタイミングによっては結果的

に炉心損傷を防止できる可能性はあるものの、不確定な準備開始時期を考慮す

ることは EALの判断遅れにつながることから考慮しない。 
なお、現状の GE 判断タイミングにおいて準備が完了している場合について
は、多様性拡張設備を反映せずとも、パラメータベースで判断が可能であるため

不必要に EALを判断することはない。 
 
＜補足＞ 
・ＥＡＬ２１の例では、例え準備が間に合っても性能面で大ＬＯＣＡ対応可能

な設備はなく、性能面を理由にエントリーしない。（例え起動できてもＧＥ

を発信する） 

・ＥＡＬ２１以外については、性能面での不足（ＥＡＬ２９でのほう酸水以外

の注水）を除き、パラメータベース（ＥＡＬ２４のＳＧ水位、ＥＡＬ２５、

２７の母線状態、ＥＡＬ４１のＣＶ圧力）と機能ベースが複合して設定され

ており、機能ベース側では、準備時間が間に合わない設備を予め除外して

も、実際には不必要な避難が発生するものではない。 
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○パラメータベースの EALについては、パラメータを維持できるかどうかで EAL 
判断を行うため、使用可能な多様性拡張設備を用いて対応を行う場合も EALの 
発信防止に寄与している。このため、パラメータベースの EAL には多様性拡張
設備が考慮されている。 

 
以 上 

 
 

準備時間 炉心冷却

準備時間 炉心冷却

ＡＬ ＳＥ ＧＥ

▼ＬＯＣＡ＋ＳＩ信号 ▽炉心損傷

ＥＣＣＳによる炉心冷却

▼ＳＩＰ２系失敗▼即時起動 ▼ＲＨＲＰ２系失敗

多様性拡張設備による対応

準備時間 炉心冷却

＜ケース３＞

準備を早めに開始でき、炉
心損傷時期（目途）までに注
水開始が期待できる場合

＜ケース２＞

準備を早めに開始し、ＥＣＣＳ
失敗時点で速やかに注水可
能な状態

★ケース２でＧＥを判断するタイミング

＜ケース１＞

炉心損傷時期（目途）までに
注水開始が期待でない場合

★ケース３でＧＥを判断するタイミング

☆現状のGEを判断するタイミング

★ケース１でＧＥを判断するタイミング
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ＥＡＬ判断設備の反映に関する基本的な考え方（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務計画に判断基準とし
て記載する設備 

判断基準として考慮 
しない 

業務計画に設備名は記載
されないが、EAL判断に 

寄与する設備 

ＥＡＬ 

①機能ベースか？ 

②事故対応に必要な 
容量・揚程等か  

③即応性＊1はあるか 

パラメータベースの
判断に寄与する設備

か＊2 

NO(パラメータベース) 

YES(機能ベース) 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

＊1 
・炉心損傷等までに 

準備が可能 

・EAL判断（時間制限） 

までに準備可能 

＊2 
電源設備については、 

重大事故等の防止に必 

要な電源容量を満足す 

るものとする。 

NO 

［凡例］ 
×：追加不可 
△：条件付き追加可能 

［凡例］ 
（×）：設備の動作状況   

によりEAL判断 
を遅延又は防止 

［凡例］ 
●：現状EALで追加済 
○：追加可能 
△：条件付き追加可能 
 

参 考 
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